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原 作：寺 崎 秀 紀   漫 画：た つ の か ら こ 
＜解説＞ 

設計者の意図を知らせる「溶接記号」の表示においては、以下に示す説明線（参考 図 3.50）： 

 
に基本記号や補助記号をルールに従って記載する。 

本稿の実形はレ型の開先溶接である。この場合、開先を設ける部材の側に基線を描く。そして、矢のあ
る側に溶接するので、基線の下側に対応するレ型開先溶接の基本記号     を記載する。矢は折れ線
として開先を設ける面に矢の先端を向ける。 

さらに開先深さ、開先角度、ルート間隔を伝える例は（参考）の 188 ページをご覧ください。 
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